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隕鞭椰螂簑鰈 知症の人の思いから始めるまちづくり
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超高齢社会を迎えた日本。
議撼  .

少子化も伴い、過疎・高齢化が加速しています。    壕謳
警

また、熊本地震はそうした現実を更に深刻化しました。

それまでの暮らしが立ち行かなくなり、いまだに悩み苦しむ人も少なくありません。

震災から3年。

自分らしく生きがいをもって暮らし続けるために。

たとえ年を重ねても、認知症になつても、

私たちにできることは何か、語り合います。

覺玲晰輻 鰈躙鼈躙瞼輻
事前の申し込みが必要です。申し込み方法は裏面をご覧ください。
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開場 :午後0時 30分 開演 :午後1時 終演 :午後3時45分
※途中休憩あり
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:鶴器 ホテル熊本テルサ テルサホール
住所 :熊本県熊本市中央区水前寺公園28-51 ■リ

イラスト/マルシェル貯00人

『認知症にやさしいまちづくり』
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町永 俊雄
交
通

◎熊本市電『市立体育館前』電停から徒歩約10分
◎熊本都市バス『熊本テルサ前』停留所からすぐ

◎熊本都市バス・熊本バス。九州産業交通バス『県庁前』停留F「

から徒歩約6分
※駐車場(有料)の台数に限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。※内容は一部変更になる場合がございます。

県庁前

・ 熊本県警察本部
熊本県庁

④

市立
体育館前

商業高校前

●砂取小学校
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1971年 NHK入局。「おはようジヤーナリ嗜 キャスターとして教育、健康、福祉といつた生活に関わる情報番組を
担当。2004年からは「福祉ネツトワーク」キヤスターとして、うつ、認知症、自殺対策などの現代の福祉をテーマ
に、共生社会の在り方をめぐり各地でシンポジウムを開催。現在は、フリーの福祉ジヤーナリストとして活動を続
けてtヽ る。櫨繊ジヤーナ
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まちなが  としお

田丁永 俊雄

二1 ■拳加申し込みについて■ "

入場は無料ですが、事前の申し込みが必要です。
参加ご希望の方は、はがき(単信 )、 FAX、 メール (ホ ームページの申し込みフオームから )の いずれかに

1。 名前 2。 郵便番号 0住所 3。 電話番号 4。 参加人数

5.ご―緒に参加される方の名前 (複数名の参加を希望される場合)を書いて、お申し込みください。

※当日の入場は『入場整理券 (1枚で1人入場可)』 が必要です。2019年 2月下旬以降、順次、希望人数分を封書でお送りいたします。  |
※郵便番号、住所は正確にご記入ください。誤りおよび記入漏れがある場合、入場整理券が届かない場合がありますので、ご注意ください。
※個人情報は適切に管理し、本フオーラムの連絡のみに使用しヽたします。

ホームページ htt s://www. n pwo.o r. j p

詔
ふりがな

名前

※必ず個人名を ご記入 ください

参加人数 <ご一緒に参加される方の名前 >

住所 〒

※勤務先住所 の場合は 、勤務先名 も忘換ずにご記入 ください。

電話番号

お聞い合わせ

光嶋 早代子・ 光鴫 敏雄
彗茉轟瞳逃事驚         黛菫:1貴 ,

7年前の52歳の頃に、運転が分からなくなる、約束を忘れる、料理ができなくな
るなどの症状が現れ、54歳で若年性認知症と診断される。ショックで家に引きこ
もるようになつた早代子さん。しかし、もともと活発な性格の彼女をなんとか元気
づけようと、夫の敏雄さんは妻の不安に寄り添tヽ 、認知症カフエに一緒に行くな
ど、楽しむ時間を作ることで、徐々に元気を取り戻し始めてしヽる。

みつしま さよこ みつしま    としお

やの なるみ

矢 野  成 美  翻 無 ロゴ み掌≪奮」 髄轟

合志市在住。2005年からケアマネージヤーとして認知症の人と家族の支援に携
わつている。自らも家族を介護した経験を持ち、家族として様々な集いの場に参加
するなかで、2014年 5月 、県内初の認知症カフェ「みちくさ」を立ち上げた。認知症
になつても気軽に立ち寄れる居場所にしたいと「決まりなく、自由に」をモツトーに
毎週金曜日に開催。今では多くの認知症の本人と家族の拠り所となつてtヽ る。認知
症があつてもそれまでの日常が続けられるよう支援を続けてしヽる。

―のくち やすひろ

種塞姜霞社i豊A買撃藁篭察櫨祉濃議会
等:署支戦 ■醤

天草市在住。2008年に天草市社会福祉協議会に入局。2012年 より牛深支所に
配属も地域通貨券を用tヽ た会員同士の支え合い制度である「ほつと安心サポート
事業」の担当となり、事業の立ち上げに関わる。住民の困りごとに関する相談対
応、会員同士のマツチング、加盟店との連絡調整などに従事。その他、成年後見セ
ンタ■、見守リネツトワーク事業などを担当。

前日 淳子 憑庭携二夕争饒
1988年に熊本大学第一内科入局。熊本市医師会熊本地域医療セジターを経て、
日立療養所再春荘病院呼吸器科に勤務。内科医として総合的に患者の治療にあ
たつてきた。2000年に「まえだクリニツク」を継承し、訪問診療など地域医療に
力を注ぐ。2012年、同じく在宅医の清藤千景氏とともに在宅支援研究会「てとて
とココロ」を立ち上げ、医療の枠を超え、誰もが実顔でいきいきとつながりながら
ともに成長していける地域づくりを目指している。認知症サポート医。

ご恐善蕉1鶉鼈轟餃||1彎

野口 泰宏

熊本市生まれ。2006年 熊本市医師会看護専門学校卒業。2014年訪問ボラン
テイアナースの会キヤンナス熊本を発会。2016年の熊本地震により被災。その
後、キヤンナス熊本として益城町からの委託を受け、県下最大のテクノ仮設団地の

見守り支援及び管理を行う。新たに、障がい児のためのリメイクやオーダー、エン
デイングドレスなどのデザインや開発を手がけている。
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〒150‐ 0041東京都渋谷区神南 1‐ 4‐ 1第 t共同ビル

″″κ厚生文化事業国「フオーラム超高齢社会を生きる熊本」係
FAX 03-3476-5956※ FAX番号はお間違いのないようお願いいたします。
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